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論 文 審 査 結 果 要 旨
軟腐病菌(Erω`痂αcαro励orαsubsp.cαro'oひoハα)はアブラナ科の野菜 をはじめ多数の作物に寄生 し,
大きを被害をもたらす植物病原細菌である。本研究は,軟 腐病菌が生産するバ クテリオシンに着目し,
軟腐病菌を利用 したハクサイ軟腐病の生物防除について検討 し,以 下のような知見を得た。
抗菌スペクトルの広いパクテリオシンを生産し,か つ他の軟腐病菌株の生産するバクテリオシンに強
い耐性を示す有望な2菌 株を選定した。この2菌 株を変異原(EMS)で 処理 し,非 病原性軟腐病菌を作出
した。細菌病防除剤 としては銅剤が汎用 されているので,軟 腐病菌410菌 株を使用 して硫酸銅に対する
耐性を調べた。そのために銅耐性菌分離用PDA培 地を考案 し,そ れを使用 して銅剤 との併用可能な耐性
変異菌の作出に成功 した。銅剤耐性変異菌を使用 したハクサイ軟腐病防除試験では,銅 剤耐性変異菌と




広が り,供 試500菌 株の軟腐病菌の82%の 菌株に抗菌作用を示 した。圃場での防除試験でも混用区の方
が単用区より高い防除価が得 られ,混 用により防除効果が改善された。変異源(EMS)に よる非病原性変
異菌の作出法では,病 原性に関わる遺伝子以外の遺伝子にも損傷が起 こる。そこで遺伝子工学技術 を利
用 して,軟 腐病菌の病原性の主要因子であるペクチン酸 リアーゼ遺伝子を標的に相同組換えを行い,非
病原性軟腐病菌の作出にも成功 した。
以上のように本研究は,ハ クサイ軟腐病の生物防除法を確立 し,従 来から用いられてきた銅殺菌剤減
量化を実現し,ま た銅剤 との併用も可能なことを示した。本研究の成果は,軟 腐病防除に大 きく貢献す
るもので高 く評価できる。よって審査員一同は,本 研究は博士(農学)の学位を与えるに値する内容 と判
定 した。
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